
＊以下一式を２部提出 令和元年5月1日

耐震化促進係

添付順序 添付書類・図書・詳細 評定委員会
■ 表紙 評定番号　　　○○△△邸耐震補強工事施工結果報告書　　　施工期間

第1～3検査日　　　報告日　　　設計監理事務所名　　　施工会社名

✔

■ 施工結果報告書

A 工事概要　　　 　[  発注者 ・工事場所  ・主要用途 ・建築面積 ・延床面積 ・規模　　              　]　
B 評点について  　[　現状（補強前）評点　　補強後評点（評定時、施工後）                                                       ]
C 補強の目的　　　[  補強方針、施工後の評点についてなど　                            ]
D 変更事項他　　　[  評定時からの補強内容の変更について、１階および２階に分けて位置や

  　　   内容を詳しく記述。　また、変更理由についても記述　                            ]
E 特殊な材料  　　[  建材名　　メーカー名　　国土交通大臣認定番号                            ]

・工法
Ｆ 助成条件 道路後退の有無、その他の条件（減築等）の有無

■ 補強後計算書 ＊評定時より変更があった場合のみ添付

（最終版）
1 耐震性能評価書　捺印（コピー不可）
2 計算書 印刷項目は別紙参照　（カラー印刷）

■ 施工写真 写真撮影参考例　別紙参照

1 補強下地写真　　 （　金物・筋かい・受材施工後で、補強面材を張る前の状態  ）
2 柱脚柱頭金物写真　 （　左上・右上・左下・右下  ）
3 補強面材写真　 （　構造用合板、認定耐震パネル等施工後で釘やビスが見える状態  ）
4 仕上げ写真 （　ビニールクロス等の仕上げ完了時  ）
5 基礎補強写真 （　あと施工アンカー施工時、配筋時、コンクリート打ち完了時  ）
6 その他 （　天井内水平剛性補強、おかぐら補強、受け梁補強等　）
7 金物取付け状況表 （　柱金物・筋かい金物について、実際に使用した金物名を記入  ）
8 コメント （　変更があった場合等は内容を記入　）

＊写真は各補強壁毎に全数きちんと確認できるようにすること。

■ 図面 ＊変更の有無にかかわらず添付

1 １階平面図〈完了時〉 1/50　程度 　　　　　　（　評定時から変更になった個所は
2 ２階平面図〈完了時〉 1/50　程度 　　　　　　　　　位置及び内容ともに赤色で表示　）
3 １・２階補強金物仕様及び柱金物位置図　（　平面図と併用可　）

＊施工写真と整合していること。

■ 各種認定書

　　（コピー可） 1 特殊な材料認定書 （　認定面材、認定ブレース等　）
2 使用金物認定書 （　柱脚柱頭接合金物、筋かい金物等　）

カタログのコピー可　ただし、認定番号、金物耐力が表示されていること。
3 ミルシート（補強材に鉄筋・鉄骨等の鋼材を使用する場合）
4 配合計画書（補強材にコンクリートを使用する場合）

■ その他 1 道路後退がある場合は、後退前・後退後の写真を添付（区提出写真とは別です。）

スケールで後退寸法がわかるように撮影すること。
2 助成条件に必要な部分は前後で分かるように写真を添付（是正、減築等）

耐震補強工事施工結果報告書　添付図書リスト


